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	 代表的な歯周病細菌 Porphyromonas gingivalis は強力なプロテアーゼであるジンジパインを分泌す
る。このジンジパインの分泌を解析していく過程で、病原タンパク質分泌に関わる分泌装置 （Type IX 
secretion system: T9SS）を見つけた。システムを構築する個々の因子について機能解析をおこなうとと
もに、分泌されるタンパク質がどのような共通性を持ち、分泌機構に認識され、膜を通過し、菌体表層

に局在するのか、T9SS分泌タンパク質である HBP35をモデルタンパク質として、T9SS の全貌を明ら
かにすることを目的とする。 
	 ジンジパインおよび HBP35 の構造解析から、T9SS 分泌タンパク質はβ-sandwich 構造、CTD 
(C-terminal domain) を共通して持つことが明らかとなり、おそらく T9SS 分泌タンパク質の基本構造
は機能ドメイン、β-sandwich構造、CTDからなることが示唆された。β-sandwich構造の役割をみる
ために HBP35に含まれるβ-sandwich領域の一部を欠失させた HBP35、およびβ-sandwich構造の疎
水性アミノ酸を親水性アミノ酸に置換した HBP35を歯周病菌内で発現させた。β-sandwich構造変異型
HBP35 は菌体内で分解されることから、β-sandwich 構造が IX 型分泌機構での輸送に必須であること
がわかった。β-sandwich構造一部欠失に伴う T9SS分泌タンパク質分解は、HBP35の他にジンジパイ
ン (Kgp, RgpB) においても確認された。 
	 この分解に関わるプロテアーゼは、変性状態のタンパク質を特異的に分解する、菌体内品質管理 HtrA
であることが明らかとなった。以上のことから T9SS 分泌タンパク質のβ-sandwich 構造の役割は、輸
送過程における分泌タンパク質の構造を安定化させることであることが示唆される。 
	 HBP35のβ-sandwich構造を、Pseudomonas aeruginosaがもつ LecBタンパク質のβ-sandwichに
置き換えたところ、菌体内での分解は免れたが、菌体表層への輸送が阻害されていた。このことから、

T9SS分泌タンパク質は各々特有のβ-sandwichを持つことが示唆された。 
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